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四
七　

通
常
選
挙
後
初
め
て
国
会
が
召
集
さ
れ
た
と
き
は
、
正
副
議
長
の
選

挙
を
行
う

通
常
選
挙
後
初
め
て
国
会
が
召
集
さ
れ
た
と
き
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
う
。

㈠　
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
の
召
集
日
に
議
長
及
び
副
議
長
が
共
に
な
い
場
合

ま
ず
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
次
い
で
副
議
長
の
選
挙
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
国
会
（
第
一
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長
小

林
次
郎
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
休
憩
、
再
開
後
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
松
平
恒
雄

君
、
副
議
長
に
松
本
治
一
郎
君
が
当
選
し
た
。
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五
二

第
十
六
回
国
会
（
第
三
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
八
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長

近
藤
英
明
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
休
憩
、
再
開
後
議
長
選
挙
の
投
票
中
午
後
十
二
時
と
な
っ
た
。

同
月
十
九
日
の
会
議
に
お
い
て
も
、
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行

い
、
河
井
彌
八
君
が
当
選
し
た
。
休
憩
再
開
後
も
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
、
重
宗
雄
三
君
が
当
選
し
た
。

第
九
十
九
回
国
会
（
第
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務

総
長
指
宿
清
秀
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
木
村
睦
男
君
、
副
議
長
に
阿
具
根

登
君
が
当
選
し
た
。

第
百
二
十
四
回
国
会
（
第
十
六
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
四
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長

戸
張
正
雄
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
原
文
兵
衛
君
、
副
議
長
に
赤
桐
操
君
が

当
選
し
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会
（
第
十
八
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総

長
黒
澤
隆
雄
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
斎
藤
十
朗
君
、
副
議
長
に
菅
野
久
光

君
が
当
選
し
た
。

第
百
六
十
七
回
国
会
（
第
二
十
一
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
九
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
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総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
江
田
五
月
君
、
副
議
長
に
山
東
昭

子
君
が
当
選
し
た
。

第
百
九
十
一
回
国
会
（
第
二
十
四
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事

務
総
長
中
村
剛
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
伊
達
忠
一
君
、
副
議
長
に
郡
司
彰

君
が
当
選
し
た
。

㈡　
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
の
召
集
日
に
議
長
が
な
い
場
合

ま
ず
、
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
次
い
で
副
議
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
そ
の
選
挙
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

第
三
十
二
回
国
会
（
第
五
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議

長
平
井
太
郎
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
二

十
三
日
の
会
議
に
お
い
て
も
、
副
議
長
平
井
太
郎
君
が
議
長
席
に
着
き
、
正
副
議
長
の
党
籍
離
脱
に
関
す
る
決

議
案
を
否
決
し
た
後
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
松
野
鶴
平
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選

し
た
議
長
松
野
鶴
平
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
平
井
太
郎
君
は
議
長
に
辞
任
願
を

提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
平
井
太
郎
君
が
当
選
し
た
。

第
五
十
九
回
国
会
（
第
八
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
三
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
河



五
四

野
謙
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
二
日
の

会
議
に
お
い
て
も
、
副
議
長
河
野
謙
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
延
会
。
同
月
三
日
の
会
議
に
お

い
て
も
、
副
議
長
河
野
謙
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
重
宗
雄
三
君
が
当
選
し

た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
重
宗
雄
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
河
野

謙
三
君
は
議
長
に
辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
安
井

謙
君
が
当
選
し
た
。

第
八
十
一
回
国
会
（
第
十
一
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副

議
長
前
田
佳
都
男
君
が
議
長
席
に
着
き
、
開
会
後
直
ち
に
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同

月
二
十
八
日
の
会
議
に
お
い
て
も
、
副
議
長
前
田
佳
都
男
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行

い
、
安
井
謙
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
安
井
謙
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定

し
た
後
、
副
議
長
前
田
佳
都
男
君
は
議
長
に
辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
、
加
瀬
完
君
が
当
選
し
た
。

第
九
十
二
回
国
会
（
第
十
二
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議

長
秋
山
長
造
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
徳
永
正
利
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、

新
た
に
当
選
し
た
議
長
徳
永
正
利
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
秋
山
長
造
君
は
議
長
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に
辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
秋
山
長
造
君
が
当
選

し
た
。

第
百
十
五
回
国
会
（
第
十
五
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
元
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
瀬
谷

英
行
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
土
屋
義
彦
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に

当
選
し
た
議
長
土
屋
義
彦
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
瀬
谷
英
行
君
は
議
長
に
辞
任

願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
小
野
明
君
が
当
選
し
た
。

第
百
三
十
三
回
国
会
（
第
十
七
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
七
年
八
月
四
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
赤

桐
操
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
斎
藤
十
朗
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に

当
選
し
た
議
長
斎
藤
十
朗
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
赤
桐
操
君
は
議
長
に
辞
任
願

を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
松
尾
官
平
君
が
当
選
し
た
。

第
百
七
十
五
回
国
会
（
第
二
十
二
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、

副
議
長
山
東
昭
子
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
西
岡
武
夫
君
が
当
選
し
た
。
次
い

で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
西
岡
武
夫
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
山
東
昭
子
君
は

議
長
に
辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
尾
辻
秀
久
君
が

当
選
し
た
。



五
六

第
百
九
十
九
回
国
会
（
第
二
十
五
回
通
常
選
挙
後
）　

令
和
元
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長

郡
司
彰
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
山
東
昭
子
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た

に
当
選
し
た
議
長
山
東
昭
子
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
郡
司
彰
君
は
議
長
に
辞
任

願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
小
川
敏
夫
君
が
当
選
し
た
。

た
だ
し
、
副
議
長
の
辞
任
を
許
可
し
、
次
い
で
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
後
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
八
十
四
回
国
会
（
第
二
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
副
議
長
山
崎
正
昭

君
は
、
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
に
提
出
し
た
。
同
月

二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
が
議
長
席
に
着
き
、
副
議
長
山
崎
正
昭
君
の
辞

任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
山
崎
正
昭
君
が

当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
山
崎
正
昭
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議

長
の
選
挙
を
行
い
、
輿
石
東
君
が
当
選
し
た
。

㈢　
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
の
召
集
日
に
副
議
長
が
な
い
場
合

ま
ず
、
議
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
そ
の
選
挙
を
行
い
、
次
い
で
副
議
長
の
選
挙
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
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第
八
回
国
会
（
第
二
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
五
年
七
月
十
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
佐
藤
尚
武
君
は
、
副
議

長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
に
提
出
し
た
。
同
月
十
二
日

（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
佐
藤
尚
武
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
後
休
憩
、
再
開
後
事
務
総

長
近
藤
英
明
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
佐
藤
尚
武
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。

引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
佐
藤
尚
武
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
佐
藤
尚
武
君

が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
（
決
選
投
票
の
結
果
）
、
三
木
治
朗
君
が
当
選
し
た
。

第
四
十
一
回
国
会
（
第
六
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
三
十
七
年
八
月
三
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
松
野
鶴
平
君
は
、
副

議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
河
野
義
克
君
に
提
出
し
た
。
同
月
四
日

（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
松
野
鶴
平
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
後
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を

開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
五
日
は
日
曜
日
。
同
月
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長
河
野
義
克
君
が
議

長
席
に
着
き
、
議
長
松
野
鶴
平
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
重
宗
雄
三
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
重
宗
雄
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、

欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
重
政
庸
徳
君
が
当
選
し
た
。

第
四
十
九
回
国
会
（
第
七
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
年
七
月
二
十
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
重
宗
雄
三
君
は
、

副
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
宮
坂
完
孝
君
に
提
出
し
た
。
同
月
二
十



五
八

二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
重
宗
雄
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
後
休
憩
、
再
開
後

会
期
の
件
を
議
院
に
諮
っ
た
後
再
び
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
二
十
三
日
か
ら
同

月
二
十
七
日
ま
で
は
会
議
が
な
く
、
同
月
二
十
八
日
及
び
二
十
九
日
の
会
議
は
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月

三
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長
宮
坂
完
孝
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
重
宗
雄
三
君
の
辞
任
を
議
院
に

諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
重
宗
雄
三
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、

新
た
に
当
選
し
た
議
長
重
宗
雄
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
河
野
謙
三
君
が

当
選
し
た
。

第
七
十
三
回
国
会
（
第
十
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
三
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
河
野
謙
三
君
は
、

副
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
岸
田
實
君
に
提
出
し
た
。
同
月
二
十
四

日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
河
野
謙
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
後
休
憩
、
そ
の
後
会

議
を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
二
十
五
日
は
会
議
を
開
く
に
至
ら
ず
、
同
月
二
十
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、

事
務
総
長
岸
田
實
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
河
野
謙
三
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し

た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
河
野
謙
三
君
が
当
選
し
た
。
同
月
二
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
、
新
た

に
当
選
し
た
議
長
河
野
謙
三
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
前
田
佳
都
男
君
が
当

選
し
た
。



五
九

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
四
七
）

第
百
六
回
国
会
（
第
十
四
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
木
村
睦
男
君
は
、

副
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
加
藤
木
理
勝
君
に
提
出
し
た
。
同
月
二

十
二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
木
村
睦
男
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
。
次
い
で
、

事
務
総
長
加
藤
木
理
勝
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
木
村
睦
男
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許

可
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
藤
田
正
明
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
藤

田
正
明
君
が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
瀬
谷
英
行
君
が
当
選
し
た
。

第
百
五
十
二
回
国
会
（
第
十
九
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
三
年
八
月
六
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
井
上
裕
君
は
、
副

議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
堀
川
久
士
君
に
提
出
し
た
。
同
月
七
日

（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
井
上
裕
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
。
次
い
で
、
事
務
総
長

堀
川
久
士
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
井
上
裕
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き

続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
井
上
裕
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
井
上
裕
君
が
議
長
席

に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
本
岡
昭
次
君
が
当
選
し
た
。

第
百
六
十
回
国
会
（
第
二
十
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
六
年
七
月
二
十
九
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
倉
田
寛
之
君
は
、

副
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
川
村
良
典
君
に
提
出
し
た
。
同
月
三
十

日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
倉
田
寛
之
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
。
次
い
で
、
事
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務
総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
倉
田
寛
之
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し

た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
扇
千
景
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
扇
千
景
君

が
議
長
席
に
着
き
、
欠
員
中
の
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
角
田
義
一
君
が
当
選
し
た
。

㈣　
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
の
召
集
日
に
議
長
及
び
副
議
長
が
共
に
あ
る
場
合

ま
ず
、
議
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
そ
の
選
挙
を
行
い
、
次
い
で
副
議
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
そ
の
選
挙
を

行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
五
回
国
会
（
第
四
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
十
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
松
野
鶴
平
君
は

辞
任
願
を
副
議
長
寺
尾
豊
君
に
提
出
し
た
。
同
月
十
二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
松
野
鶴
平
君

が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
を
行
い
、
会
期
の
件
、
請
暇
の
件
を
議
院
に
諮
っ
た
後
休
憩
、
そ
の
後
会
議

を
開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
十
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
寺
尾
豊
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
長
松

野
鶴
平
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
松
野
鶴
平

君
が
当
選
し
た
。
副
議
長
寺
尾
豊
君
は
、
議
長
選
挙
後
の
休
憩
中
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
松
野
鶴
平
君
に
辞

任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
寺
尾
豊
君
が
当
選
し
た
。

第
六
十
六
回
国
会
（
第
九
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
六
年
七
月
十
三
日
（
召
集
日
の
前
日
）
議
長
重
宗
雄
三
君
は
辞

任
願
を
副
議
長
安
井
謙
君
に
提
出
し
た
。
同
月
十
四
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
重
宗
雄
三
君
が



六
一

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
四
八
）

議
長
席
に
着
き
、
議
席
の
指
定
を
行
い
、
会
期
の
件
、
請
暇
の
件
を
議
院
に
諮
っ
た
後
休
憩
、
そ
の
後
会
議
を

開
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同
月
十
五
日
は
会
議
を
開
く
に
至
ら
ず
、
同
月
十
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長

安
井
謙
君
が
議
長
席
に
着
き
、
直
ち
に
延
会
。
同
月
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
安
井
謙
君
が
議
長
席

に
着
き
、
議
長
重
宗
雄
三
君
の
辞
任
を
議
院
に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
議
長
の
選
挙
を

行
い
、
河
野
謙
三
君
が
当
選
し
た
。
次
い
で
、
副
議
長
安
井
謙
君
は
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
河
野
謙
三
君
に

辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
森
八
三
一
君
が
当
選
し

た
。参

照　

六
三
号
、
六
八
号
、
七
一
号
、
七
二
号

四
八　

会
期
中
に
議
長
又
は
副
議
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
選
挙

を
行
う

会
期
中
に
議
長
又
は
副
議
長
が
辞
任
に
よ
り
欠
け
た
と
き
は
、
当
日
そ
の
選
挙
を
行
い
、
逝
去
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り

欠
け
た
と
き
は
、
最
近
の
議
院
の
会
議
に
お
い
て
そ
の
選
挙
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
通
常
選
挙
後
初

め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
に
お
い
て
、
議
長
又
は
副
議
長
が
辞
任
に
よ
り
欠
け
た
場
合
の
選
挙
の
例
を
除
く
）
。

国 

第
二
三
条

規 

第
一
九
条



六
二

㈠　
辞
任
に
よ
り
欠
け
た
場
合
の
選
挙
の
例

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
四
月
三
日　

議
長
に
松
野
鶴
平
君
が
当
選
（
同
日
、
議
長
河
井
彌
八
君
辞
任
）

同　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
一
年
五
月
九
日　

副
議
長
に
寺
尾
豊
君
が
当
選
（
同
日
、
副
議
長
重
宗
雄
三
君
辞
任
）

第
八
十
八
回
国
会　

昭
和
五
十
四
年
八
月
三
十
日　

副
議
長
に
秋
山
長
造
君
が
当
選
（
同
日
、
副
議
長
加
瀬
完
君
辞
任
）

第
百
十
三
回
国
会　

昭
和
六
十
三
年
九
月
三
十
日　

議
長
に
土
屋
義
彦
君
が
当
選
（
同
日
、
議
長
藤
田
正
明
君
辞
任
）

第
百
二
十
一
回
国
会　

平
成
三
年
十
月
四
日　

議
長
に
長
田
裕
二
君
が
当
選
（
同
日
、
議
長
土
屋
義
彦
君
辞
任
）

第
百
五
十
回
国
会　

平
成
十
二
年
十
月
十
九
日　

議
長
に
井
上
裕
君
が
当
選
（
同
日
、
議
長
斎
藤
十
朗
君
辞
任
）

第
百
五
十
四
回
国
会　

平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日　

議
長
に
倉
田
寛
之
君
が
当
選
（
同
日
、
議
長
井
上
裕
君
辞
任
）

第
百
六
十
六
回
国
会　

平
成
十
九
年
一
月
三
十
日　

副
議
長
に
今
泉
昭
君
が
当
選
（
同
日
、
副
議
長
角
田
義
一
君
辞
任
）

第
百
八
十
二
回
国
会　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日　

副
議
長
に
山
崎
正
昭
君
が
当
選
（
同
日
、
副
議
長
尾
辻
秀

久
君
辞
任
）

㈡　
逝
去
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
欠
け
た
場
合
の
選
挙
の
例

第
五
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日　

副
議
長
に
松
嶋
喜
作
君
が
当
選
（
同
年
二
月
二
十
五
日
副
議
長
松
本
治

一
郎
君
議
員
の
資
格
消
滅
に
よ
り
副
議
長
欠
員
―
同
月
十
三
日
か
ら
同
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
自
然
休
会
）

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日　

議
長
に
佐
藤
尚
武
君
が
当
選
（
同
月
十
四
日
議
長
松
平
恒
雄
君
逝
去
に



六
三

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
四
九
）

よ
り
議
長
欠
員
）

第
二
十
九
回
国
会　

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
六
日　

副
議
長
に
平
井
太
郎
君
が
当
選
（
同
月
十
二
日
副
議
長
寺
尾
豊
君
国

務
大
臣
就
任
に
よ
り
副
議
長
欠
員
）

第
百
十
八
回
国
会　

平
成
二
年
四
月
二
十
五
日　

副
議
長
に
小
山
一
平
君
が
当
選
（
同
月
十
九
日
副
議
長
小
野
明
君
逝
去

に
よ
り
副
議
長
欠
員
）

第
百
七
十
九
回
国
会　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日　

議
長
に
平
田
健
二
君
が
当
選
（
同
月
五
日
議
長
西
岡
武
夫
君

逝
去
に
よ
り
議
長
欠
員
）

参
照　

六
四
号
、
六
五
号

四
九　

議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
手
続
に
関
す
る
例

議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
手
続
は
、
本
院
規
則
第
四
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
。

な
お
、
第
一
回
国
会
に
お
け
る
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
手
続
は
、
国
会
法
附
則
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
暫
定
衆

議
院
規
則
に
よ
っ
た
が
、
召
集
日
の
前
日
の
参
議
院
公
報
に
次
の
趣
旨
の
「
召
集
日
の
選
挙
手
続
」
を
掲
載
し
、
議
長

及
び
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
。
以
後
、
選
挙
手
続
は
、
本
院
規
則
に
規
定
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
準
拠

国

第

六

条

　

 

第

七

条

　

 

第
二
一
条

　

 

第
二
三
条

　

 

第
二
四
条

規 

第
四
条
―

　

 

第
一
一
条



六
四

し
て
い
る
。

　

召
集
日
の
選
挙
手
続

一
、
各
議
員
の
着
席
を
待
っ
て
、
事
務
総
長
は
、
議
長
の
選
挙
を
行
う
こ
と
を
宣
告
す
る
。

一
、
事
務
総
長
は
、
投
票
の
開
始
を
宣
告
し
、
参
事
に
各
議
員
の
氏
名
を
点
呼
さ
せ
る
。

一
、
各
議
員
は
、
点
呼
に
応
じ
、
投
票
（
無
名
投
票
）
及
び
木
札
の
名
刺
を
持
参
し
て
議
長
席
に
向
か
っ
て
右
方
か

ら
順
次
演
壇
に
登
り
、
甲
参
事
に
名
刺
を
、
乙
参
事
に
投
票
を
渡
し
、
議
長
席
に
向
か
っ
て
左
方
か
ら
降
り
て
、

席
に
復
す
る
。（
投
票
及
び
名
刺
は
、
参
事
が
代
わ
っ
て
投
票
箱
及
び
名
刺
箱
に
投
入
す
る
）

一
、
投
票
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、
事
務
総
長
は
、
開
票
を
宣
告
す
る
。
参
事
が
名
刺
箱
及
び
投
票
箱
を
開
い
て
、
そ

の
数
を
計
算
し
、
投
票
を
点
検
す
る
。

一
、
投
票
の
点
検
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、
参
事
は
、
得
票
表
を
事
務
総
長
に
提
出
す
る
。

一
、
事
務
総
長
は
、
選
挙
の
結
果
を
報
告
す
る
。

一
、
選
挙
の
結
果
過
半
数
を
得
た
者
が
な
い
と
き
は
、
投
票
の
最
多
数
を
得
た
者
二
人
に
つ
き
決
選
投
票
を
行
う
。

一
、
次
に
副
議
長
の
選
挙
を
行
う
。
選
挙
手
続
は
、
議
長
の
選
挙
手
続
と
同
様
と
す
る
。

一
、
常
任
委
員
長
及
び
事
務
総
長
の
選
挙
手
続
は
、
議
長
の
選
挙
手
続
と
同
様
と
す
る
。（
常
任
委
員
長
及
び
事
務

総
長
の
選
任
は
、
こ
れ
を
議
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
）



六
五

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
五
〇
、
五
一
）

参
照　

一
五
号
、
五
八
号
―
六
〇
号
、
九
〇
号
、
三
四
三
号
、
三
九
二
号

五
〇　

選
挙
の
投
票
を
行
う
と
き
は
、
議
場
を
閉
鎖
し
な
い

表
決
の
記
名
投
票
を
行
う
と
き
は
、
議
場
の
入
口
を
閉
鎖
す
る
が
、
選
挙
の
投
票
を
行
う
と
き
は
、
議
場
の
入
口
は
閉

鎖
し
な
い
。参

照　

八
九
号
、
三
四
一
号

五
一　

選
挙
の
際
、
議
員
が
登
壇
し
て
投
票
で
き
な
い
場
合
は
、
参
事
が
そ

の
議
席
に
至
り
、
投
票
を
受
け
取
り
、
代
わ
っ
て
投
票
す
る

選
挙
の
際
、
病
気
等
の
た
め
登
壇
し
て
投
票
で
き
な
い
議
員
か
ら
投
票
の
持
参
を
参
事
に
委
託
し
た
い
旨
の
申
出
が

あ
っ
た
と
き
は
、
議
長
は
こ
れ
を
許
可
し
、
参
事
が
そ
の
議
席
に
至
り
、
名
刺
及
び
投
票
を
受
け
取
り
、
代
わ
っ
て
投

票
す
る
の
を
例
と
す
る
。

（
注
）
第
九
十
三
回
国
会
閉
会
後
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
一
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

（
規 

第
一

四

〇

一

四

〇

条
）

規

第

五

条



六
六

一
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
委
託
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
長
が
事
前
に
許
可
す
る
が
、
そ
の
際
、
そ
の
旨
を
議
院
運
営
委
員

会
理
事
会
に
報
告
す
る
。
な
お
、
議
場
で
申
出
が
あ
り
、
議
長
が
こ
れ
を
許
可
す
る
際
は
、
事
前
に
そ
の
旨
を
議
院
運
営

委
員
長
に
伝
え
る
。

二
、
議
場
内
で
の
許
可
の
宣
告
は
行
わ
な
い
。

三
、
議
員
が
投
票
委
託
を
申
し
出
る
際
、
そ
の
必
要
性
が
数
日
間
に
及
ぶ
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
併
せ
て
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
、
議
長
は
こ
れ
に
基
づ
き
数
日
間
に
わ
た
る
投
票
委
託
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
照　

九
一
号
、
三
四
四
号

五
二　

選
挙
に
お
け
る
投
票
の
効
力
に
疑
義
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
議

長
は
、
議
院
に
諮
り
こ
れ
を
決
す
る

選
挙
に
お
け
る
投
票
の
効
力
に
疑
義
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
議
院
に
諮
り
こ
れ
を
決
す
る
。
た
だ
し
、

議
長
は
、
投
票
用
紙
に
記
入
の
な
い
も
の
（
白
票
）
及
び
同
姓
の
議
員
が
二
人
以
上
い
る
場
合
に
姓
の
み
記
す
る
等
被

選
挙
人
を
確
認
で
き
な
い
も
の
は
当
然
無
効
と
し
、
氏
名
に
敬
称
を
付
し
た
も
の
、
同
姓
の
議
員
が
い
な
い
場
合
に
姓

の
み
を
記
し
た
も
の
、
そ
の
他
容
易
に
被
選
挙
人
を
確
認
で
き
る
も
の
は
有
効
と
す
る
の
を
例
と
す
る
。

規 

第
一
〇
条



六
七

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
五
二
、
五
三
）

議
長
が
投
票
の
効
力
を
議
院
に
諮
っ
て
決
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
議
長
何
某
、
副
議
長
何
某
と
併
記
し
た
票

が
三
票
あ
っ
た
の
で
、
議
長
の
職
務
を
行
う
事
務
総
長
小
林
次
郎
君
は
、
こ
れ
を
議
院
に
諮
り
、
無
効
と
決
し
た
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
四
月
三
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
議
席
に
備
付
け
の
連
記
無
名
投
票
用
紙

を
用
い
た
票
が
八
票
あ
っ
た
の
で
、
副
議
長
重
宗
雄
三
君
は
、
こ
れ
を
議
院
に
諮
り
、
有
効
と
決
し
た
。

五
三　

選
挙
に
お
け
る
無
効
投
票
は
、
投
票
総
数
に
算
入
す
る

選
挙
に
お
け
る
無
効
投
票
（
白
票
を
含
む
）
は
、
投
票
総
数
に
算
入
す
る
。
な
お
、
白
票
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
投
票

の
結
果
の
報
告
に
当
た
っ
て
他
の
無
効
投
票
と
区
別
し
て
そ
の
票
数
を
宣
告
す
る
。

議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
無
効
投
票
が
あ
っ
た
主
な
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
無
効
票
が
三
票
あ
り
、
こ
れ
を
投
票
総
数
に

算
入
し
た
。

第
五
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
白
票
が
二
票
、
決
選
投
票
に
お
い
て
白

票
が
八
票
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
投
票
総
数
に
算
入
し
た
。

規

第

九

条



六
八

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
五
月
九
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
白
票
が
四
票
、
無
効
票
が
一
票
あ
り
、

い
ず
れ
も
こ
れ
を
投
票
総
数
に
算
入
し
た
。

参
照　

九
二
号

五
四　

選
挙
に
お
い
て
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
を
超
過
し
た
例

第
八
十
一
回
国
会　

昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
数
が
名
刺
の
数
を
超
過
し
た
。

よ
っ
て
副
議
長
前
田
佳
都
男
君
は
、「
投
票
総
数
二
百
四
十
四
票
、
名
刺
数
二
百
四
十
三
で
あ
り
ま
し
て
、
投
票
の

数
が
名
刺
の
数
を
一
票
超
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
院
規
則
第
七
条
第
二
項
に
は
、『
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
に

超
過
し
た
と
き
は
、
更
に
投
票
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。』
と
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
一
応
こ
の
ま
ま
報
告
を
続
け
ま
す
。
投
票
の
過
半
数
は
百
二
十
三

票
で
ご
ざ
い
ま
す
。
安
井
謙
君
二
百
十
五
票
、
河
野
謙
三
君
二
十
六
票
、
白
票
三
票
、
以
上
報
告
い
た
し
ま
し
た
と

お
り
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
を
一
票
超
過
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
選
挙
の
結
果
に
は
異
動

を
及
ぼ
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
本
院
規
則
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
本
投
票
は
こ
れ
を
有
効
と
い

た
し
ま
す
。」
と
宣
告
し
た
。

規

第

七

条



六
九

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
五
四
）

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
数
が
名
刺
の
数
を
超
過
し
た
。

よ
っ
て
議
長
の
職
務
を
行
う
事
務
総
長
黒
澤
隆
雄
君
は
、「
投
票
総
数
二
百
四
十
八
票
、
名
刺
数
二
百
四
十
七
で
あ

り
ま
し
て
、
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
を
一
票
超
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
院
規
則
第
七
条
第
二
項
に
は
、『
投
票

の
数
が
名
刺
の
数
に
超
過
し
た
と
き
は
、
更
に
投
票
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を

及
ぼ
さ
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。』
と
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
一
応
こ
の
ま
ま
報
告
を
続
け
ま
す
。
本
投

票
の
過
半
数
は
百
二
十
五
票
で
ご
ざ
い
ま
す
。
菅
野
久
光
君
二
百
四
十
三
票
、
無
効
一
票
、
白
票
四
票
、
以
上
報
告

い
た
し
ま
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
を
一
票
超
過
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
も
、
選
挙

の
結
果
に
は
異
動
を
及
ぼ
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
本
院
規
則
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
本
投
票
は

こ
れ
を
有
効
と
い
た
し
ま
す
。」
と
宣
告
し
た
。

第
百
八
十
四
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
数
が
名
刺
の
数
を
超
過
し
た
。

よ
っ
て
議
長
山
崎
正
昭
君
は
、「
投
票
総
数
二
百
四
十
三
票
、
名
刺
数
二
百
四
十
で
あ
り
ま
し
て
、
投
票
の
数
が
名

刺
の
数
を
三
票
超
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
院
規
則
第
七
条
第
二
項
に
は
、『
投
票
の
数
が
名
刺
の
数
に
超
過
し

た
と
き
は
、
更
に
投
票
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
さ
な
い
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。』
と
あ
り
ま
す
が
、
理
事
の
協
議
に
よ
り
、
改
め
て
投
票
を
行
い
ま
す
。」
と
宣
告
し
、
更
に
投
票
を

行
っ
た
。



七
〇

五
五　

議
長
又
は
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
決
選
投
票
を
行
っ
た
例

議
長
又
は
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
投
票
の
過
半
数
を
得
た
者
が
な
い
と
き
は
、
投
票
の
最
多
数
を
得
た
者
二
人
に
つ

い
て
決
選
投
票
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
決
選
投
票
を
行
い
、
松
平
恒
雄
君
が
当
選
し

た
。

第
五
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
決
選
投
票
を
行
い
、
松
嶋
喜
作
君
が
当

選
し
た
。

第
八
回
国
会　

昭
和
二
十
五
年
七
月
十
二
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
決
選
投
票
を
行
い
、
三
木
治
朗
君
が
当
選

し
た
。

規

第

九

条



七
一

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
五
五
、
五
六
）

五
六　

選
挙
に
お
い
て
得
票
者
が
一
人
で
、
か
つ
、
そ
の
得
票
数
が
投
票
の

過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
議
院
に
諮
り
こ
の
得
票
者
を
当
選

人
と
し
た
例

第
九
十
九
回
国
会　

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
投
票
の
結
果
、
得
票
者
が
一
人
で
、

か
つ
、
そ
の
得
票
数
が
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
議
長
の
職
務
を
行
う
事
務
総
長
指
宿
清
秀
君
は
、

「
た
だ
い
ま
報
告
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
得
票
者
の
得
票
数
は
投
票
の
過
半
数
に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
院
規

則
第
九
条
に
よ
り
ま
す
と
、
投
票
の
過
半
数
を
得
た
者
が
な
い
と
き
は
、
投
票
の
最
多
数
を
得
た
二
人
に
つ
い
て
決

選
投
票
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
得
票
者
は
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

得
票
者
が
一
人
の
場
合
は
、
再
度
投
票
を
行
う
こ
と
な
く
、
こ
の
得
票
者
を
当
選
人
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と

存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
…
…
御
異
議
な
い
と
認
め
ま
す
。」
と
告
げ
、
こ
の
得
票
者
を
当
選
人

と
し
た
。

規 

第
一
〇
条



七
二

五
七　

議
長
の
選
挙
の
投
票
中
午
後
十
二
時
と
な
っ
た
た
め
延
会
し
、
改
め

て
そ
の
選
挙
を
行
っ
た
例

第
十
六
回
国
会　

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
八
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
の
選
挙
の
投
票
執
行
中
午
後
十

二
時
と
な
っ
た
た
め
、
議
長
の
職
務
を
行
う
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
は
、
延
会
を
宣
告
し
、
翌
十
九
日
の
会
議
に
お

い
て
、
改
め
て
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
。

参
照　

二
四
〇
号

五
八　

議
長
及
び
副
議
長
が
当
選
し
た
と
き
は
、
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
者

が
議
院
に
紹
介
す
る

議
長
及
び
副
議
長
が
当
選
し
た
と
き
は
、
そ
の
選
挙
に
お
い
て
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
者
が
議
院
に
紹
介
す
る
。

議
長
及
び
副
議
長
を
事
務
総
長
が
紹
介
す
る
場
合
は
、
ま
ず
参
事
が
議
長
の
議
席
に
至
り
、
議
長
を
演
壇
に
導
く
。
事

務
総
長
は
、
演
壇
で
議
長
を
迎
え
、
議
院
に
紹
介
し
、
議
長
が
就
任
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
議
長
席
に
導
く
。
次
い
で

同
様
に
副
議
長
を
議
院
に
紹
介
す
る
。

規 

第
一
二
条



七
三

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
五
七
―
五
九
）

議
長
を
副
議
長
が
紹
介
す
る
場
合
は
、
ま
ず
参
事
が
議
長
の
議
席
に
至
り
、
議
長
を
演
壇
に
導
く
。
次
い
で
、
副
議
長

は
議
長
を
議
院
に
紹
介
し
、
議
長
は
、
就
任
の
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
議
長
席
に
着
く
。

副
議
長
を
議
長
が
紹
介
す
る
場
合
は
、
ま
ず
参
事
が
副
議
長
の
議
席
に
至
り
、
副
議
長
を
演
壇
に
導
く
。
次
い
で
、
議

長
は
副
議
長
を
議
院
に
紹
介
す
る
。

参
照　

七
一
号
、
七
二
号

五
九　

議
長
及
び
副
議
長
は
、
議
院
に
紹
介
さ
れ
た
際
、
就
任
の
挨
拶
を
行

い
、
年
長
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
る

議
長
及
び
副
議
長
が
当
選
し
議
院
に
紹
介
さ
れ
た
と
き
は
、
演
壇
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
就
任
の
挨
拶
を
行
い
、
こ
れ
に

対
し
、
出
席
議
員
中
の
年
長
者
が
祝
辞
を
述
べ
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

六
六
号
、
七
六
号
、
五
六
二
号



七
四

六
〇　

議
長
及
び
副
議
長
が
選
挙
さ
れ
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
衆
議
院

及
び
内
閣
に
通
知
す
る

議
長
及
び
副
議
長
が
選
挙
さ
れ
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
議
長
か
ら
衆
議
院
議
長
及
び
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
し
、

事
務
総
長
か
ら
宮
内
庁
長
官
に
通
知
す
る
。

六
一　

議
長
及
び
副
議
長
は
、
天
皇
陛
下
に
お
目
に
か
か
り
就
任
の
挨
拶
を

行
う

議
長
及
び
副
議
長
が
就
任
し
た
と
き
は
、
皇
居
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
お
目
に
か
か
り
挨
拶
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
辞
任
し
た
と
き
は
、
皇
居
に
お
い
て
辞
任
挨
拶
の
記
帳
を
す
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

五
六
五
号



七
五

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
〇
―
六
二
）

六
二　

議
長
、
副
議
長
が
そ
の
所
属
会
派
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議

員
と
な
っ
た
例

第
六
十
六
回
国
会　

昭
和
四
十
六
年
七
月
十
七
日
議
長
河
野
謙
三
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、

各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
月
二
十
日
副
議
長
森
八
三
一
君
（
同
月
十
七
日
副
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し

な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
八
十
一
回
国
会　

昭
和
五
十
二
年
八
月
一
日
議
長
安
井
謙
君
（
同
年
七
月
二
十
八
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
自

由
国
民
会
議
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
加
瀬
完
君
（
同
年
七
月
二
十
八
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い

議
員
と
な
っ
た
。

第
八
十
八
回
国
会　

昭
和
五
十
四
年
八
月
三
十
日
副
議
長
秋
山
長
造
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
を
退
会

し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
九
十
二
回
国
会　

昭
和
五
十
五
年
七
月
十
七
日
議
長
徳
永
正
利
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民

会
議
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。



七
六

第
九
十
九
回
国
会　

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日
議
長
木
村
睦
男
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民

会
議
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
阿
具
根
登
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と

な
っ
た
。

第
百
六
回
国
会　

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
二
日
議
長
藤
田
正
明
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民

会
議
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
瀬
谷
英
行
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と

な
っ
た
。

第
百
十
三
回
国
会　

昭
和
六
十
三
年
九
月
三
十
日
議
長
土
屋
義
彦
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、

各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
十
五
回
国
会　

平
成
元
年
八
月
七
日
議
長
土
屋
義
彦
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派
に

属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
小
野
明
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い

議
員
と
な
っ
た
。

第
百
十
八
回
国
会　

平
成
二
年
四
月
二
十
五
日
副
議
長
小
山
一
平
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
・
護
憲
共



七
七

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
二
）

同
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
二
十
一
回
国
会　

平
成
三
年
十
月
四
日
議
長
長
田
裕
二
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派

に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
二
十
四
回
国
会　

平
成
四
年
八
月
七
日
議
長
原
文
兵
衛
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派

に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
赤
桐
操
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い

議
員
と
な
っ
た
。

第
百
三
十
三
回
国
会　

平
成
七
年
八
月
四
日
議
長
斎
藤
十
朗
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議

を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
松
尾
官
平
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
平
成
会
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
議
長
斎
藤
十
朗
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各

派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
菅
野
久
光
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議

員
と
な
っ
た
。

第
百
五
十
回
国
会　

平
成
十
二
年
十
月
十
九
日
議
長
井
上
裕
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
保
守
党
を
退
会



七
八

し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
五
十
二
回
国
会　

平
成
十
三
年
八
月
七
日
副
議
長
本
岡
昭
次
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を

退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
五
十
四
回
国
会　

平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日
議
長
倉
田
寛
之
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
保
守
党

を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
六
十
回
国
会　

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
議
長
扇
千
景
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派

に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
角
田
義
一
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議

員
と
な
っ
た
。

第
百
六
十
六
回
国
会　

平
成
十
九
年
一
月
三
十
日
副
議
長
今
泉
昭
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を

退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
六
十
七
回
国
会　

平
成
十
九
年
八
月
七
日
議
長
江
田
五
月
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を
退
会

し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
山
東
昭
子
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と

な
っ
た
。



七
九

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
二
）

第
百
七
十
五
回
国
会　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
議
長
西
岡
武
夫
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を

退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
尾
辻
秀
久
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と

な
っ
た
。

第
百
七
十
九
回
国
会　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
議
長
平
田
健
二
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会

を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
八
十
二
回
国
会　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
副
議
長
山
崎
正
昭
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主

党
・
無
所
属
の
会
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
八
十
四
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
副
議
長
輿
石
東
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
主
党
・
新
緑
風
会
を

退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

第
百
九
十
一
回
国
会　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
議
長
伊
達
忠
一
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
を
退
会
し
、

各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
郡
司
彰
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
民
進
党
・
新
緑
風
会
を
退
会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員

と
な
っ
た
。

第
百
九
十
九
回
国
会　

令
和
元
年
八
月
一
日
議
長
山
東
昭
子
君
（
同
日
議
長
に
当
選
）
は
自
由
民
主
党
・
国
民
の
声
を
退



八
〇

会
し
、
各
派
に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
日
副
議
長
小
川
敏
夫
君
（
同
日
副
議
長
に
当
選
）
は
立
憲
民
主
党
・
民
友
会
・
希
望
の
会
を
退
会
し
、
各
派

に
属
し
な
い
議
員
と
な
っ
た
。

参
照　

一
一
四
号

第
二
款　

議
長
及
び
副
議
長
の
辞
任

六
三　

通
常
選
挙
後
初
め
て
国
会
が
召
集
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
及
び
副
議

長
は
、
辞
任
す
る
の
を
例
と
す
る

通
常
選
挙
後
初
め
て
国
会
が
召
集
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
召
集
日
の
前
日
副
議
長
に
、
副
議
長
が
欠
け
て
い
る
と

き
は
事
務
総
長
に
辞
任
願
を
提
出
し
、
副
議
長
は
、
国
会
召
集
後
議
長
が
選
挙
さ
れ
た
際
に
新
た
に
当
選
し
た
議
長
に

辞
任
願
を
提
出
し
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
す
る
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
議
長
が
欠
け
て
い
る
と
き
に
副
議
長
が
召

集
日
の
前
日
事
務
総
長
に
辞
任
願
を
提
出
し
、
国
会
召
集
後
議
長
の
選
挙
に
先
立
ち
議
院
が
こ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国 

第
一
八
条

　

 

第
三
〇
条



八
一

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
三
、
六
四
）

第
百
八
十
四
回
国
会
（
第
二
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
（
召
集
日
の
前
日
）
副
議
長
山
崎
正
昭
君

は
、
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、
辞
任
願
を
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
に
提
出
し
た
。
同
月
二
日

（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
が
議
長
席
に
着
き
、
副
議
長
山
崎
正
昭
君
の
辞
任
を
議
院

に
諮
り
、
議
院
は
こ
れ
を
許
可
し
た
。
引
き
続
き
欠
員
中
の
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
山
崎
正
昭
君
が
当
選
し
た
。

次
い
で
、
新
た
に
当
選
し
た
議
長
山
崎
正
昭
君
が
議
長
席
に
着
き
、
議
席
を
指
定
し
た
後
、
副
議
長
の
選
挙
を
行

い
、
輿
石
東
君
が
当
選
し
た
。

な
お
、
議
長
及
び
副
議
長
の
辞
任
を
議
院
に
諮
る
と
き
は
、
ま
ず
辞
任
願
を
参
事
に
朗
読
さ
せ
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

四
七
号
、
六
八
号
、
七
七
号

六
四　

議
長
又
は
副
議
長
が
辞
任
願
を
提
出
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を

議
院
に
諮
る

会
期
中
議
長
又
は
副
議
長
が
辞
任
願
を
提
出
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
議
院
に
諮
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

四
八
号
、
六
八
号

国 

第
三
〇
条



八
二

六
五　

副
議
長
が
国
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
地
位
を
失
っ
た
例

第
二
十
九
回
国
会　

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
二
日　

副
議
長
寺
尾
豊
君
は
、
国
務
大
臣
（
郵
政
大
臣
）
に
任
命
さ
れ
た

た
め
、
副
議
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

参
照　

八
四
号

六
六　

前
議
長
及
び
前
副
議
長
に
対
し
て
は
、
年
長
議
員
が
謝
辞
を
述
べ
る

の
を
例
と
す
る

議
長
及
び
副
議
長
が
辞
任
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
そ
の
地
位
を
失
っ
た
と
き
は
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
の
後
、
出

席
議
員
中
の
年
長
者
が
、
当
選
し
た
議
長
及
び
副
議
長
に
対
す
る
祝
辞
に
次
い
で
、
前
議
長
及
び
前
副
議
長
に
対
し
謝

辞
を
述
べ
る
の
を
例
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
前
議
長
及
び
前
副
議
長
は
、
答
辞
を
述
べ
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

五
九
号
、
五
六
二
号

国 

第
三
一
条



八
三

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
五
―
六
八
）

第
三
款　

議
長
席

六
七　

議
長
席
に
あ
る
議
長
又
は
副
議
長
は
、
投
票
し
な
い

議
長
席
に
あ
る
議
長
又
は
副
議
長
は
、
選
挙
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
投
票
を
行
わ
ず
、
ま
た
、
表
決
に
も
加
わ

ら
な
い
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

三
四
七
号

六
八　

議
長
の
辞
任
及
び
信
任
に
関
す
る
議
事
に
つ
い
て
は
、
副
議
長
が
議

長
の
職
務
を
行
う

議
長
の
辞
任
及
び
信
任
に
関
す
る
議
事
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
副
議
長
に
議
長
席
を
譲
り
、
副
議
長
が
議
長
の
職
務
を

行
う
の
を
例
と
す
る
。

な
お
、
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
国
会
に
お
い
て
副
議
長
が
な
い
場
合
に
議
長
辞
任
の
件
を
議
院
に
諮
る
と
き

は
、
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。

（
憲 

第
五
六

条
）

国 

第
二
一
条



八
四

参
照　

四
七
号
、
六
三
号
、
六
四
号

六
九　

議
長
の
信
任
に
関
す
る
議
事
に
つ
き
仮
議
長
が
議
長
の
職
務
を
行
っ

た
例

議
長
の
信
任
に
関
す
る
議
事
に
つ
き
副
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
仮
議
長
を
選
挙
し
、
仮
議
長
が
議
長
の
職
務
を

行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
五
十
九
回
国
会　

平
成
十
六
年
六
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
不
信
任
決
議
案
の
議
事
に
際
し
、
議
長
倉

田
寛
之
君
が
副
議
長
に
も
事
故
が
あ
る
も
の
と
認
め
た
た
め
、
仮
議
長
に
竹
山
裕
君
を
選
挙
し
、
同
君
が
同
決
議

案
の
議
事
に
つ
き
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

参
照　

七
五
号

国 

第
二
二
条



八
五

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
六
九
―
七
一
）

七
〇　

副
議
長
の
信
任
に
関
す
る
議
事
に
つ
き
仮
議
長
が
議
長
の
職
務
を
行

っ
た
例

副
議
長
の
信
任
に
関
す
る
議
事
は
議
長
が
行
う
が
、
議
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
仮
議
長
を
選
挙
し
、
仮
議
長
が
議

長
の
職
務
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
に
事
故
が
あ
り
、
副
議
長
寺
尾
豊
君
が

議
長
席
に
着
い
て
い
た
際
、
副
議
長
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
仮
議
長
に
中
川
以
良
君
を
選
挙
し
、

同
君
が
同
決
議
案
の
議
事
に
つ
き
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

参
照　

七
五
号

七
一　

召
集
日
に
議
長
及
び
副
議
長
が
共
に
な
い
と
き
は
、
そ
の
選
挙
に
つ

き
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
う

召
集
日
に
議
長
及
び
副
議
長
が
共
に
な
い
と
き
は
、
そ
の
選
挙
に
つ
き
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
う
。
そ
の
例
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国 

第
二
二
条

国

第

七

条



八
六

第
一
回
国
会
（
第
一
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
に
つ
き
、

事
務
総
長
小
林
次
郎
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
十
六
回
国
会
（
第
三
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
八
年
五
月
十
九
日
（
召
集
日
の
翌
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙

に
つ
き
、
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
九
十
九
回
国
会
（
第
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
五
十
八
年
七
月
十
八
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙

に
つ
き
、
事
務
総
長
指
宿
清
秀
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
二
十
四
回
国
会
（
第
十
六
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
四
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
に
つ

き
、
事
務
総
長
戸
張
正
雄
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会
（
第
十
八
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
に

つ
き
、
事
務
総
長
黒
澤
隆
雄
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
六
十
七
回
国
会
（
第
二
十
一
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
九
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙

に
つ
き
、
事
務
総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
九
十
一
回
国
会
（
第
二
十
四
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
（
召
集
日
）
の
議
長
及
び
副
議
長
の
選

挙
に
つ
き
、
事
務
総
長
中
村
剛
君
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
。

参
照　

四
七
号
、
五
八
号



八
七

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
七
二
）

七
二　

通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
副
議
長
が
な
い

と
き
は
、
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
が

議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し

た
議
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
の
を
例
と
す
る

通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
副
議
長
が
な
い
と
き
は
、
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選
挙
に
つ
い

て
は
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し
た
議
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
の

を
例
と
す
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
八
回
国
会
（
第
二
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
二
十
五
年
七
月
十
二
日
（
召
集
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選
挙
に
つ

い
て
は
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し
た
議
長
佐

藤
尚
武
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
四
十
一
回
国
会
（
第
六
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
三
十
七
年
八
月
六
日
（
召
集
日
の
翌
々
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の

選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
河
野
義
克
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し

た
議
長
重
宗
雄
三
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。



八
八

第
四
十
九
回
国
会
（
第
七
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
後
八
日
目
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の

選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
宮
坂
完
孝
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し

た
議
長
重
宗
雄
三
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
七
十
三
回
国
会
（
第
十
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
六
日
（
召
集
日
の
翌
々
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び

そ
の
選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
岸
田
實
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
（
翌
二
十
七
日
）
に
つ
い
て

は
新
た
に
当
選
し
た
議
長
河
野
謙
三
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
六
回
国
会
（
第
十
四
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
二
日
（
召
集
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選

挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
加
藤
木
理
勝
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し

た
議
長
藤
田
正
明
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
五
十
二
回
国
会
（
第
十
九
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
三
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選
挙

に
つ
い
て
は
事
務
総
長
堀
川
久
士
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し
た
議

長
井
上
裕
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

第
百
六
十
回
国
会
（
第
二
十
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
議
長
辞
任
の
件
及
び
そ
の
選
挙

に
つ
い
て
は
事
務
総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し
た
議

長
扇
千
景
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。



八
九

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
七
三
）

な
お
、
通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
の
召
集
日
に
議
長
が
な
い
と
き
に
、
そ
の
前
日
副
議
長
が
辞
任
願
を
提

出
し
た
た
め
、
副
議
長
辞
任
の
件
及
び
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙

に
つ
い
て
は
新
た
に
当
選
し
た
議
長
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
八
十
四
回
国
会
（
第
二
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
（
召
集
日
）
副
議
長
辞
任
の
件
及
び
議

長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
が
議
長
の
職
務
を
行
い
、
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
新
た
に
当

選
し
た
議
長
山
崎
正
昭
君
が
そ
の
職
務
を
行
っ
た
。

参
照　

四
七
号
、
五
八
号

七
三　

仮
議
長
の
選
挙
に
つ
き
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
っ
た
例

議
長
及
び
副
議
長
に
共
に
事
故
が
あ
る
た
め
仮
議
長
の
選
挙
を
行
う
と
き
は
、
事
務
総
長
が
議
長
の
職
務
を
行
う
。
そ

の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
に
事
故
が
あ
り
、
副
議
長
寺
尾
豊
君
が

議
長
席
に
着
い
て
い
た
際
、
副
議
長
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
事
務
総
長
芥
川
治
君
が
議
長
席
に
着

き
仮
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
。

国 

第
二
二
条



九
〇

第
百
五
十
九
回
国
会　

平
成
十
六
年
六
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
不
信
任
決
議
案
の
議
事
に
際
し
、
議
長
倉

田
寛
之
君
が
副
議
長
に
も
事
故
が
あ
る
も
の
と
認
め
た
た
め
、
事
務
総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
席
に
着
き
仮
議
長

の
選
挙
を
行
っ
た
。

参
照　

七
五
号

七
四　

議
長
が
議
院
規
則
の
疑
義
を
決
し
た
例

第
二
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
副
議
長
松
本
治
一
郎
君
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指

名
の
議
決
に
つ
い
て
生
じ
た
疑
義
を
決
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
宣
告
し
た
。

参
照　

八
八
号

規 

第
二
五
四

条



九
一

第
五
章　

役
員　
　

第
一
節　

議
長
及
び
副
議
長　
　

（
七
四
）

第
二
節　

仮
議
長　
　

（
七
五
）

第
二
節　

仮
議
長

七
五　

仮
議
長
の
選
挙
に
関
す
る
例

仮
議
長
は
、
議
長
及
び
副
議
長
に
共
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
事
故
が
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
選
挙
す

る
。
そ
の
選
挙
手
続
は
議
長
選
挙
の
例
に
よ
る
が
、
仮
議
長
の
選
任
を
議
長
に
委
任
す
る
と
き
は
、
議
長
の
発
議
又
は

議
員
の
動
議
に
よ
り
行
い
、
議
長
は
直
ち
に
指
名
す
る
の
を
例
と
す
る
。
仮
議
長
の
選
挙
の
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

㈠　
議
長
及
び
副
議
長
に
共
に
事
故
が
あ
る
た
め
、
仮
議
長
を
選
挙
し
た
例

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
五
月
三
十
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
に
事
故
が
あ
り
副
議
長
寺
尾
豊
君
が
議

長
席
に
着
い
て
い
た
際
、
副
議
長
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
事
務
総
長
芥
川
治
君
が
議
長
席
に
着
き

仮
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
中
川
以
良
君
が
当
選
し
た
（
中
川
以
良
君
は
、
同
日
の
副
議
長
不
信
任
決
議
案
の
議
事
の
際
、
議

長
席
に
着
い
た
）
。

第
百
五
十
九
回
国
会　

平
成
十
六
年
六
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
不
信
任
決
議
案
の
議
事
に
際
し
、
議
長
倉

田
寛
之
君
が
副
議
長
に
も
事
故
が
あ
る
も
の
と
認
め
た
た
め
、
事
務
総
長
川
村
良
典
君
が
議
長
席
に
着
き
仮
議
長

国 

第
二
二
条

規 

第
一
九
条



九
二

の
選
挙
を
行
い
、
竹
山
裕
君
が
当
選
し
た
（
竹
山
裕
君
は
、
同
日
の
議
長
不
信
任
決
議
案
の
議
事
の
際
、
議
長
席
に
着
い
た
）
。

㈡　
議
長
及
び
副
議
長
に
共
に
事
故
が
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
仮
議
長
を
選
任

し
た
例

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、
同
日
午
後
議
長
及
び
副
議
長
が
皇
室
会
議
及
び
皇

室
経
済
会
議
に
出
席
す
る
の
で
午
後
の
会
議
に
支
障
を
来
す
た
め
、
仮
議
長
の
選
挙
を
行
う
こ
と
に
決
し
た
後
、

山
下
義
信
君
の
動
議
に
よ
り
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任
す
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
松
平
恒
雄
君
は
、
仮
議
長
に
木

檜
三
四
郎
君
を
指
名
し
た
（
木
檜
三
四
郎
君
は
、
同
日
午
後
の
会
議
に
お
い
て
議
長
席
に
着
い
た
）
。

第
七
回
国
会　

昭
和
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
同
日
副
議
長
が
欠
席
し
た
の
で
議
長
に
事
故
が

あ
る
場
合
に
備
え
て
、
仮
議
長
の
選
挙
を
行
う
こ
と
に
決
し
た
後
、
中
村
正
雄
君
の
動
議
に
よ
り
そ
の
選
任
を
議

長
に
委
任
す
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
佐
藤
尚
武
君
は
、
仮
議
長
に
黒
田
英
雄
君
を
指
名
し
た
（
黒
田
英
雄
君
は
、
同

日
の
会
議
に
お
い
て
議
長
席
に
着
い
た
）
。

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
、
同
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
一
日
ま
で
副
議
長

が
海
外
に
旅
行
す
る
の
で
そ
の
不
在
中
議
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
に
備
え
て
、
仮
議
長
の
選
挙
を
行
う
こ
と
に
決

し
た
後
、
杉
山
昌
作
君
の
動
議
に
よ
り
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任
す
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
河
井
彌
八
君
は
、
仮

議
長
に
小
林
英
三
君
を
指
名
し
た
（
小
林
英
三
君
は
、
副
議
長
重
宗
雄
三
君
の
請
暇
期
間
中
開
か
れ
た
会
議
七
日
間
の
う
ち
、



九
三

第
五
章　

役
員　
　

第
二
節　

仮
議
長　
　

（
七
六
）

一
月
二
十
九
日
及
び
二
月
十
七
日
の
会
議
に
お
い
て
議
長
席
に
着
い
た
）
。

（
注
）
第
百
二
十
六
回
国
会
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
議
長
、
常
任
委
員
長
、
事
務
総
長
、

両
院
協
議
会
協
議
委
員
、
同
協
議
委
員
の
補
欠
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
、
中
央
選
挙
管
理

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
任
又
は
指
名
を
議
長
に
委
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
、
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
に

基
づ
き
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

四
九
号
―
五
三
号
、
六
九
号
、
七
〇
号
、
七
三
号
、
二
五
五
号

七
六　

仮
議
長
が
初
め
て
議
長
席
に
着
く
と
き
は
、
挨
拶
を
述
べ
る

仮
議
長
が
初
め
て
議
長
席
に
着
く
と
き
は
、
就
任
の
挨
拶
を
述
べ
る
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
議
員
の
発
言
中
に
議

長
席
に
着
い
た
た
め
、
就
任
の
挨
拶
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

参
照　

五
九
号
、
五
六
三
号



九
四

第
三
節　

常
任
委
員
長

七
七　

通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
は
、
新
た
に
常
任

委
員
長
を
選
挙
す
る

通
常
選
挙
後
初
め
て
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
は
、
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
の
常
任
委
員
の
辞
任
を
許
可

し
た
後
、
新
た
に
当
選
し
た
議
員
を
含
め
て
全
常
任
委
員
の
選
任
を
行
う
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
常
任
委
員
長
が
欠

員
と
な
る
た
め
、
常
任
委
員
の
選
任
に
引
き
続
き
、
常
任
委
員
長
の
選
挙
を
行
う
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
改
選
期

に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
が
常
任
委
員
を
辞
任
し
な
か
っ
た
た
め
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
議
長
は
、
新
た
に
当
選

し
た
議
員
を
各
会
派
の
申
出
に
基
づ
き
、
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
常
任
委
員
に
指
名
し
た
後
、
常
任
委
員
長
の

選
挙
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
十
二
回
国
会
（
第
五
回
通
常
選
挙
後
）　

昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
新
た
に
当
選
し
た
議
員

に
つ
い
て
常
任
委
員
の
選
任
を
行
っ
た
後
（
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
は
常
任
委
員
を
辞
任
し
な
か
っ
た
）
、
議
員

の
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
常
任
委
員
長
を
選
挙
し
た
。
次
い
で
同
月
三
日
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
他

の
常
任
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
選
挙
を
行
っ
た
。

（
規 

第
一
六

条
）



九
五

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
七
七
）

第
百
六
十
七
回
国
会
（
第
二
十
一
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
十
九
年
八
月
七
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
新
た
に

当
選
し
た
議
員
に
つ
い
て
常
任
委
員
の
選
任
を
行
い
（
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
は
常
任
委
員
を
辞
任
し
な
か
っ

た
）
、
次
い
で
議
院
運
営
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
同
委
員
長
並
び
に
議
員
の
任
期
満
了
及
び
議
長
当
選

に
よ
り
欠
け
て
い
た
常
任
委
員
長
を
選
挙
し
た
。

第
百
七
十
五
回
国
会
（
第
二
十
二
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
新

た
に
当
選
し
た
議
員
に
つ
い
て
常
任
委
員
の
選
任
を
行
い
（
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
は
常
任
委
員
を
辞
任
し
な

か
っ
た
）
、
次
い
で
法
務
委
員
長
及
び
行
政
監
視
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
後
、
両
委
員
長
並
び
に
議
員
の
任
期

満
了
及
び
議
長
当
選
に
よ
り
欠
け
て
い
た
常
任
委
員
長
を
選
挙
し
た
。

第
百
八
十
四
回
国
会
（
第
二
十
三
回
通
常
選
挙
後
）　

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
新
た

に
当
選
し
た
議
員
に
つ
い
て
常
任
委
員
の
選
任
を
行
っ
た
後
（
改
選
期
に
当
た
ら
な
か
っ
た
議
員
は
常
任
委
員
を
辞
任
し

な
か
っ
た
）
、
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
欠
け
て
い
た
常
任
委
員
長
を
選
挙
し
た
。
次
い
で
同
月
七
日
全
常
任
委
員

長
の
辞
任
を
許
可
し
、
そ
の
選
挙
を
行
っ
た
。

参
照　

四
九
号
、
六
三
号
、
八
三
号
、
一
二
四
号



九
六

七
八　

常
任
委
員
長
は
、
一
定
数
以
上
の
議
員
が
所
属
す
る
会
派
に
、
そ
の

所
属
議
員
数
に
比
例
し
て
配
分
す
る
の
を
例
と
す
る

全
常
任
委
員
長
を
選
挙
す
る
と
き
に
は
、
議
員
定
数
を
常
任
委
員
長
数
で
除
し
て
得
た
数
以
上
の
議
員
が
所
属
す
る
会

派
に
、
そ
の
所
属
議
員
数
に
比
例
し
て
常
任
委
員
長
を
配
分
す
る
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
回
国
会
（
第

五
回
通
常
選
挙
後
）
に
お
い
て
は
、
常
任
委
員
長
の
配
分
に
つ
き
会
派
間
の
協
議
が
調
わ
な
か
っ
た
た
め
、
配
分
を
行
わ

ず
選
挙
し
、
第
四
十
回
国
会
に
お
い
て
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
確
認
し
た
各
会
派
の
申
合
せ
に
基
づ
き
、
常

任
委
員
長
を
会
派
の
所
属
議
員
数
に
比
例
す
る
こ
と
な
く
配
分
し
た
。

参
照　

一
一
四
号

七
九　

常
任
委
員
長
の
選
挙
は
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長

に
委
任
す
る
の
を
例
と
す
る

常
任
委
員
長
の
選
挙
は
、
議
長
の
発
議
又
は
議
員
の
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任

し
、
議
長
は
、
会
派
か
ら
あ
ら
か
じ
め
推
薦
さ
れ
た
議
員
を
指
名
す
る
の
を
例
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
二
回
国
会

国 

第
二
五
条

規 

第
一
六
条

　

 

第
一
九
条



九
七

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
七
八
―
八
〇
）

昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日
の
会
議
に
お
け
る
内
閣
、
社
会
労
働
、
商
工
、
運
輸
の
各
委
員
長
の
選
挙
及
び
第
百
八
十
五

回
国
会
平
成
二
十
五
年
十
二
月
五
日
の
会
議
に
お
け
る
内
閣
及
び
経
済
産
業
の
両
委
員
長
の
選
挙
は
、
い
ず
れ
も
投
票

に
よ
り
行
っ
た
。

（
注
）
第
百
二
十
六
回
国
会
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
議
長
、
常
任
委
員
長
、
事
務
総
長
、

両
院
協
議
会
協
議
委
員
、
同
協
議
委
員
の
補
欠
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
、
中
央
選
挙
管
理

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
任
又
は
指
名
を
議
長
に
委
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
、
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
に

基
づ
き
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

四
九
号
―
五
三
号
、
八
二
号
、
二
五
五
号

八
〇　

国
会
法
の
改
正
に
よ
り
常
任
委
員
会
の
種
類
が
改
め
ら
れ
た
と
き
は
、

そ
の
改
正
の
趣
旨
に
よ
り
、
全
部
又
は
一
部
の
常
任
委
員
長
の
選
挙

を
行
う

国
会
法
の
改
正
に
よ
り
常
任
委
員
会
の
種
類
が
改
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
改
正
の
趣
旨
に
よ
り
、
全
部
又
は
一
部
の

常
任
委
員
長
の
選
挙
を
行
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
国 

第
四
一

条
）

（
規 

第
七
四

条
）



九
八

㈠　
全
常
任
委
員
長
の
選
挙
を
行
っ
た
例

第
三
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
十
月
十
二
日
（
二
十
一
委
員
会
・
事
項
別
を
二
十
一
委
員
会
・
各
省
別
に
再
編
し
た
た
め
）

第
二
十
二
回
国
会　

昭
和
三
十
年
三
月
二
十
三
日
（
二
十
二
委
員
会
・
各
省
別
を
十
六
委
員
会
・
事
項
別
に
再
編
し
た
た
め
）

第
百
五
十
一
回
国
会　

平
成
十
三
年
一
月
三
十
一
日
（
十
八
委
員
会
・
事
項
別
を
十
七
委
員
会
・
各
省
別
に
再
編
し
た
た
め
）

㈡　
一
部
の
常
任
委
員
長
の
選
挙
を
行
っ
た
例

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
（
通
商
産
業
委
員
長
、
郵
政
委
員
長
及
び
電
気
通
信
委
員
長
を
選
挙
―
商
工
委

員
会
を
通
商
産
業
委
員
会
に
、
逓
信
委
員
会
を
郵
政
委
員
会
及
び
電
気
通
信
委
員
会
に
改
め
た
た
め
）

第
百
二
十
一
回
国
会　

平
成
三
年
八
月
五
日
（
厚
生
委
員
長
及
び
労
働
委
員
長
を
選
挙
―
社
会
労
働
委
員
会
を
厚
生
委
員
会
及

び
労
働
委
員
会
に
改
め
た
た
め
）

第
百
四
十
二
回
国
会　

平
成
十
年
一
月
十
二
日
（
総
務
委
員
長
、
法
務
委
員
長
、
地
方
行
政
・
警
察
委
員
長
、
外
交
・
防
衛
委

員
長
、
財
政
・
金
融
委
員
長
、
文
教
・
科
学
委
員
長
、
国
民
福
祉
委
員
長
、
労
働
・
社
会
政
策
委
員
長
、
農
林
水
産
委
員
長
、
経

済
・
産
業
委
員
長
、
交
通
・
情
報
通
信
委
員
長
、
国
土
・
環
境
委
員
長
及
び
行
政
監
視
委
員
長
を
選
挙
―
委
員
会
を
再
編
し
、
行
政

監
視
委
員
会
を
新
設
し
た
た
め
）

第
百
四
十
七
回
国
会　

平
成
十
二
年
一
月
二
十
日
（
国
家
基
本
政
策
委
員
長
を
選
挙
―
国
家
基
本
政
策
委
員
会
を
新
設
し
た
た

め
）



九
九

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
一
、
八
二
）

参
照　

一
二
六
号

八
一　

常
任
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
選
挙
を
行

う

議
院
が
会
期
中
に
常
任
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
選
挙
を
行
う
。
ま
た
、
会
期
中
常
任
委
員

長
が
逝
去
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
欠
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
選
挙
を
行
う
。

な
お
、
閉
会
中
常
任
委
員
長
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
国
会
召
集
後
速
や
か
に
そ
の
選
挙
を
行
う
。

八
二　

常
任
委
員
長
の
解
任
を
議
決
し
た
例

第
百
八
十
三
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
五
月
九
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
は
、
環
境
委
員
長
川
口
順
子
君
の
解
任
を

議
決
し
た
（
同
委
員
長
解
任
決
議
案
を
可
決
）
。
同
月
十
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
環
境
委
員
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長

平
田
健
二
君
は
、
環
境
委
員
長
に
北
川
イ
ッ
セ
イ
君
を
指
名
し
た
。

第
百
八
十
五
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
議
院
は
、
内
閣
委
員
長
水
岡
俊
一
君
及
び
経

規 

第
一
九
条

（
国 

第
三
〇

条
）

（ 

第
三
〇
三
〇

条
の
二二

）

国 

第
三
〇
三
〇

条
の
二二



一
〇
〇

済
産
業
委
員
長
大
久
保
勉
君
の
解
任
を
議
決
し
た
（
両
委
員
長
の
解
任
決
議
案
を
い
ず
れ
も
可
決
）
。
休
憩
再
開
後
、
両
委

員
長
の
選
挙
を
い
ず
れ
も
投
票
に
よ
り
行
い
、
内
閣
委
員
長
に
山
東
昭
子
君
、
経
済
産
業
委
員
長
に
北
川
イ
ッ
セ
イ

君
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
た
。

参
照　

七
九
号

八
三　

常
任
委
員
長
が
議
長
又
は
副
議
長
に
当
選
し
た
た
め
、
そ
の
地
位
を

失
っ
た
例

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
外
務
委
員
長
佐
藤
尚
武
君
は
、
議
長
に
当

選
し
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
五
十
二
回
国
会　

平
成
十
三
年
八
月
七
日
の
副
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
国
家
基
本
政
策
委
員
長
本
岡
昭
次
君
は
、

副
議
長
に
当
選
し
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
六
十
七
回
国
会　

平
成
十
九
年
八
月
七
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
懲
罰
委
員
長
江
田
五
月
君
は
、
議
長
に
当

選
し
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
七
十
五
回
国
会　

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
の
議
長
の
選
挙
に
お
い
て
、
議
院
運
営
委
員
長
西
岡
武
夫
君
は
、



一
〇
一

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
三
、
八
四
）

議
長
に
当
選
し
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

八
四　

常
任
委
員
長
が
国
務
大
臣
等
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
地
位
を
失

っ
た
例

常
任
委
員
長
が
国
務
大
臣
等
に
任
命
さ
れ
た
場
合
は
、
常
任
委
員
長
の
地
位
を
失
う
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
十
月
十
九
日
（
自
然
休
会
中
）
議
院
運
営
委
員
長
下
條
康
麿
君
は
、
文
部
大
臣
に
任
命

さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
（
同
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
な
か
っ
た
）
。

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
一
月
八
日
（
自
然
休
会
中
）
議
院
運
営
委
員
長
草
葉
隆
圓
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た

が
、
翌
九
日
厚
生
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
二
十
三
回
国
会　

昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
二
日
社
会
労
働
委
員
長
小
林
英
三
君
及
び
商
工
委
員
長
吉
野
信
次
君

は
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
小
林
英
三
君
は
厚
生
大
臣
に
、
吉
野
信
次
君
は
運
輸
大
臣
に
、
そ

れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
二
十
六
回
国
会　

昭
和
三
十
二
年
二
月
二
日
外
務
委
員
長
小
滝
彬
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
国
務
大
臣

（
防
衛
庁
長
官
）
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

国 

第
三
一
条



一
〇
二

第
三
十
五
回
国
会　

昭
和
三
十
五
年
七
月
十
九
日
議
院
運
営
委
員
長
高
橋
進
太
郎
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同

日
国
務
大
臣
（
行
政
管
理
庁
長
官
）
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
四
十
三
回
国
会　

昭
和
三
十
八
年
一
月
八
日
（
自
然
休
会
中
）
議
院
運
営
委
員
長
小
沢
久
太
郎
君
は
辞
任
願
を
提
出

し
た
が
、
同
日
郵
政
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
七
十
四
回
国
会　

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
九
日
議
院
運
営
委
員
長
植
木
光
教
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日

国
務
大
臣
（
総
理
府
総
務
長
官
）
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
七
十
九
回
国
会　

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
外
務
委
員
長
高
橋
雄
之
助
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同

日
北
海
道
開
発
政
務
次
官
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
八
十
九
回
国
会　

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
三
日
文
教
委
員
長
望
月
邦
夫
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
国

土
政
務
次
官
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
九
十
七
回
国
会　

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
議
院
運
営
委
員
長
桧
垣
徳
太
郎
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、

翌
二
十
七
日
郵
政
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
二
十
回
国
会　

平
成
二
年
十
二
月
二
十
九
日
（
自
然
休
会
中
）
議
院
運
営
委
員
長
下
条
進
一
郎
君
は
辞
任
願
を
提

出
し
た
が
、
同
日
厚
生
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
二
十
二
回
国
会　

平
成
三
年
十
一
月
五
日
議
院
運
営
委
員
長
伊
江
朝
雄
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
国



一
〇
三

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
四
）

務
大
臣
（
北
海
道
開
発
庁
長
官
及
び
沖
縄
開
発
庁
長
官
）
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
行
政
監
視
委
員
長
竹
山
裕
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
国
務

大
臣
（
科
学
技
術
庁
長
官
）
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
四
十
五
回
国
会　

平
成
十
一
年
三
月
八
日
国
土
・
環
境
委
員
長
陣
内
孝
雄
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日

法
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
六
十
五
回
国
会　

平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日
総
務
委
員
長
世
耕
弘
成
君
及
び
議
院
運
営
委
員
長
溝
手
顕
正
君

は
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
世
耕
弘
成
君
は
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
に
、
溝
手
顕
正
君
は
国
務

大
臣
（
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
同
委
員
長

の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
七
十
回
国
会　

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日
予
算
委
員
長
鴻
池
祥
肇
君
及
び
懲
罰
委
員
長
中
曽
根
弘
文
君
は
、

そ
れ
ぞ
れ
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
鴻
池
祥
肇
君
は
内
閣
官
房
副
長
官
に
、
中
曽
根
弘
文
君
は
外
務
大
臣
に
、

そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

第
百
七
十
二
回
国
会　

平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
総
務
委
員
長
内
藤
正
光
君
及
び
外
交
防
衛
委
員
長
榛
葉
賀
津
也

君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
内
藤
正
光
君
は
総
務
副
大
臣
に
、
榛
葉
賀
津
也
君
は
防
衛
副
大

臣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。



一
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四

第
百
八
十
二
回
国
会　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
文
教
科
学
委
員
長
礒
崎
陽
輔
君
及
び
行
政
監
視
委
員
長
森

ま
さ
こ
君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
礒
崎
陽
輔
君
は
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
に
、
森
ま
さ
こ

君
は
国
務
大
臣
（
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
同
委
員
長
の
地
位
を

失
っ
た
。

第
二
百
二
回
国
会　

令
和
二
年
九
月
十
八
日
農
林
水
産
委
員
長
江
島
潔
君
は
辞
任
願
を
提
出
し
た
が
、
同
日
経
済
産

業
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
た
め
、
同
委
員
長
の
地
位
を
失
っ
た
。

な
お
、
常
任
委
員
長
を
辞
任
し
た
後
、
国
務
大
臣
等
に
就
任
し
た
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
四
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
二
十
七
年
九
月
二
日
運
輸
委
員
長
山
縣
勝
見
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委
員
長

を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
二
十
四
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
三
十
一
年
十
一
月
六
日
地
方
行
政
委
員
長
松
岡
平
市
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
北
海
道
開
発
政
務
次
官
に
就
任
し
た
。

第
三
十
八
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
三
十
六
年
七
月
十
八
日
議
院
運
営
委
員
長
斎
藤
昇
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
運
輸
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
四
十
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
三
十
七
年
七
月
十
八
日
議
院
運
営
委
員
長
宮
澤
喜
一
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
（
経
済
企
画
庁
長
官
）
に
就
任
し
た
。
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五

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
四
）

第
五
十
二
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
四
十
一
年
八
月
一
日
議
院
運
営
委
員
長
田
中
茂
穂
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
（
行
政
管
理
庁
長
官
）
に
就
任
し
た
。

第
五
十
六
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
外
務
委
員
長
赤
間
文
三
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
議
院
運
営
委
員
長
鍋
島
直
紹
君
は
、
議
長
の
許

可
を
得
て
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
（
科
学
技
術
庁
長
官
）
に
就
任
し
た
。

第
五
十
九
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
三
十
日
予
算
委
員
長
西
郷
吉
之
助
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
七
十
三
回
国
会
閉
会
後　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
一
日
予
算
委
員
長
鹿
島
俊
雄
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
郵
政
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
百
二
十
五
回
国
会
閉
会
後　

平
成
四
年
十
二
月
十
一
日
議
院
運
営
委
員
長
井
上
孝
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
翌
十
二
日
国
務
大
臣
（
国
土
庁
長
官
）
に
就
任
し
た
。

第
百
二
十
九
回
国
会
閉
会
後　

平
成
六
年
六
月
三
十
日
建
設
委
員
長
前
田
勲
男
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委
員

長
を
辞
任
し
、
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
百
六
十
回
国
会
閉
会
後　

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日
経
済
産
業
委
員
長
谷
川
秀
善
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
外
務
副
大
臣
に
就
任
し
た
。
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第
百
六
十
七
回
国
会
閉
会
後　

平
成
十
九
年
八
月
二
十
七
日
決
算
委
員
長
泉
信
也
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委

員
長
を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
（
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
に
就
任
し
た
。

第
百
七
十
五
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日
厚
生
労
働
委
員
長
柳
田
稔
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
法
務
大
臣
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
同
月
二
十
一
日
、
総
務
委
員
長
林
久
美
子
君
、
農
林
水

産
委
員
長
小
川
敏
夫
君
及
び
予
算
委
員
長
平
野
達
男
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
い
ず
れ
も
同
委
員
長
を
辞
任
し
、

林
久
美
子
君
は
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
に
、
小
川
敏
夫
君
は
法
務
副
大
臣
に
、
平
野
達
男
君
は
内
閣
府
副
大
臣
に

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

第
百
七
十
七
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日
予
算
委
員
長
前
田
武
志
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委

員
長
を
辞
任
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
同
月
五
日
、
財
政
金
融
委
員
長
藤
田
幸
久
君
、
厚
生
労

働
委
員
長
津
田
弥
太
郎
君
、
農
林
水
産
委
員
長
主
濱
了
君
及
び
経
済
産
業
委
員
長
柳
澤
光
美
君
は
、
議
長
の
許
可

を
得
て
い
ず
れ
も
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
藤
田
幸
久
君
は
財
務
副
大
臣
に
、
津
田
弥
太
郎
君
は
厚
生
労
働
大
臣
政

務
官
に
、
主
濱
了
君
は
総
務
大
臣
政
務
官
に
、
柳
澤
光
美
君
は
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

第
百
八
十
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
内
閣
委
員
長
芝
博
一
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委
員
長

を
辞
任
し
、
内
閣
官
房
副
長
官
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
同
月
二
日
、
経
済
産
業
委
員
長
前
川
清
成
君
は
、
議
長
の

許
可
を
得
て
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
内
閣
府
副
大
臣
に
就
任
し
た
。



一
〇
七

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
四
）

第
百
八
十
六
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
六
年
九
月
四
日
総
務
委
員
長
山
本
香
苗
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委

員
長
を
辞
任
し
、
厚
生
労
働
副
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
百
八
十
九
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日
厚
生
労
働
委
員
長
丸
川
珠
代
君
及
び
環
境
委
員
長
島
尻
安

伊
子
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
い
ず
れ
も
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
丸
川
珠
代
君
は
国
務
大
臣
（
環
境
大
臣
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
）
に
、
島
尻
安
伊
子
君
は
国
務
大
臣
（
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

第
百
九
十
一
回
国
会
閉
会
後　

平
成
二
十
八
年
八
月
五
日
行
政
監
視
委
員
長
礒
崎
陽
輔
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て

同
委
員
長
を
辞
任
し
、
農
林
水
産
副
大
臣
に
就
任
し
た
。

第
百
九
十
六
回
国
会
閉
会
後　

平
成
三
十
年
十
月
二
日
議
院
運
営
委
員
長
山
本
順
三
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同

委
員
長
を
辞
任
し
、
国
務
大
臣
（
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
同
月
四

日
、
文
教
科
学
委
員
長
高
階
恵
美
子
君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
厚
生
労
働
副
大
臣
に
就

任
し
た
。

第
百
九
十
九
回
国
会
閉
会
後　

令
和
元
年
九
月
十
三
日
法
務
委
員
長
横
山
信
一
君
及
び
文
教
科
学
委
員
長
上
野
通
子

君
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
い
ず
れ
も
同
委
員
長
を
辞
任
し
、
横
山
信
一
君
は
復
興
副
大
臣
に
、
上
野
通
子
君
は

文
部
科
学
副
大
臣
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

（
注
）
第
三
回
国
会
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
長
が
国
務
大
臣
に
就
任
し
た
場
合
は
、
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国
務
大
臣
就
任
と
同
時
に
委
員
長
の
地
位
を
失
う
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
七
十
九
回
国
会
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二

十
七
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
長
が
政
務
次
官
に
就
任
し
た
場
合
に
も
、
同
様
の
扱
い
と
す
る
旨

の
決
定
が
あ
っ
た
。

　
　
　

な
お
、
平
成
八
年
の
改
正
前
の
国
会
法
第
三
十
九
条
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
の
う
ち
議
員
が
兼
ね
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
て
、「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
政
務
次
官
及
び
別
に
法
律
で
定
め
た
場
合
」

を
挙
げ
て
い
た
が
、
平
成
八
年
の
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
の
新
設
、
平
成
十
三
年
の
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
新
設
（
政
務

次
官
の
廃
止
）
並
び
に
平
成
二
十
六
年
の
大
臣
補
佐
官
の
新
設
に
伴
い
、
同
条
に
こ
れ
ら
の
職
が
追
加
さ
れ
た
。

参
照　

六
五
号

八
五　

常
任
委
員
長
が
特
別
委
員
長
を
兼
ね
た
例

常
任
委
員
長
が
特
別
委
員
長
を
兼
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
主
な
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
二
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
十
月
十
七
日
外
務
委
員
長
大
隈
信
幸
君
は
、
平
和
条
約
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約

特
別
委
員
に
選
任
さ
れ
、
翌
十
八
日
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
な
お
、
同
君
は
、
同
年

十
一
月
十
四
日
外
務
委
員
長
を
辞
任
し
た
。



一
〇
九

第
五
章　

役
員　
　

第
三
節　

常
任
委
員
長　
　

（
八
五
）

第
三
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
五
年
三
月
九
日
外
務
委
員
長
草
葉
隆
圓
君
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
等
特
別
委
員
に

選
任
さ
れ
、
同
月
十
六
日
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
な
お
、
同
君
は
、
同
月
二
十
一
日

外
務
委
員
長
を
辞
任
し
た
。

第
五
十
回
国
会　

昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
日
外
務
委
員
長
寺
尾
豊
君
は
、
日
韓
条
約
等
特
別
委
員
に
選
任
さ
れ
、

同
日
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
な
お
、
同
君
は
、
同
年
十
二
月
十
三
日
会
期
終
了
に
よ

り
同
特
別
委
員
会
が
消
滅
す
る
ま
で
外
務
委
員
長
と
兼
任
し
た
。

第
百
十
四
回
国
会　

平
成
元
年
一
月
九
日
議
院
運
営
委
員
長
嶋
崎
均
君
は
、
弔
詞
案
起
草
に
関
す
る
特
別
委
員
に
選

任
さ
れ
、
同
日
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
な
お
、
同
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
け
る
弔

詞
案
議
決
に
よ
り
同
特
別
委
員
会
が
消
滅
す
る
ま
で
議
院
運
営
委
員
長
と
兼
任
し
た
。

第
百
二
十
一
回
国
会　

平
成
三
年
八
月
五
日
議
院
運
営
委
員
長
伊
江
朝
雄
君
は
、
国
会
等
の
移
転
に
関
す
る
特
別
委

員
に
選
任
さ
れ
、
同
日
同
特
別
委
員
会
に
お
い
て
委
員
長
に
互
選
さ
れ
た
。
な
お
、
同
君
は
、
同
年
十
一
月
五
日

第
百
二
十
二
回
国
会
召
集
に
よ
り
同
特
別
委
員
会
が
消
滅
す
る
ま
で
議
院
運
営
委
員
長
と
兼
任
し
た
。
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第
四
節　

事
務
総
長

八
六　

事
務
総
長
の
選
挙
は
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長
に

委
任
す
る
の
を
例
と
す
る

事
務
総
長
の
選
挙
は
、
議
長
の
発
議
又
は
議
員
の
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任
し
、

議
長
は
、
直
ち
に
指
名
す
る
の
を
例
と
す
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
（
召
集
日
）　

議
長
松
平
恒
雄
君
は
、
宇
都
宮
登
君
の
動
議
に
よ
り
、

事
務
総
長
に
近
藤
英
明
君
を
指
名
し
た
。（
第
五
回
国
会
閉
会
後
同
年
九
月
三
十
日
事
務
総
長
小
林
次
郎
君
辞
任
に
よ
る
補

欠
）

第
十
六
回
国
会　

昭
和
二
十
八
年
六
月
十
六
日　

議
長
河
井
彌
八
君
は
、
加
藤
武
徳
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
総
長

に
芥
川
治
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
近
藤
英
明
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
二
十
七
回
国
会　

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
一
日
（
召
集
日
）　

議
長
松
野
鶴
平
君
は
、
佐
野
廣
君
の
動
議
に
よ
り
、

事
務
総
長
に
河
野
義
克
君
を
指
名
し
た
。（
第
二
十
六
回
国
会
閉
会
後
同
年
八
月
二
十
二
日
事
務
総
長
芥
川
治
君
辞
任
に
よ
る

補
欠
）

国 

第
二
七
条

規 

第
一
七
条

　

 

第
一
九
条



一
一
一

第
五
章　

役
員　
　

第
四
節　

事
務
総
長　
　

（
八
六
）

第
四
十
八
回
国
会　

昭
和
四
十
年
四
月
十
四
日　

議
長
重
宗
雄
三
君
は
、
亀
井
光
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に

宮
坂
完
孝
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
河
野
義
克
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
六
十
九
回
国
会　

昭
和
四
十
七
年
七
月
六
日
（
召
集
日
）　

議
長
河
野
謙
三
君
は
、
山
崎
五
郎
君
の
動
議
に
よ
り
、

事
務
総
長
に
岸
田
實
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
宮
坂
完
孝
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
八
十
一
回
国
会　

昭
和
五
十
二
年
八
月
三
日　

議
長
安
井
謙
君
は
、
井
上
吉
夫
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に

植
木
正
張
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
岸
田
實
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
九
十
四
回
国
会　

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
召
集
日
）　

議
長
徳
永
正
利
君
は
、
真
鍋
賢
二
君
の
動
議
に

よ
り
、
事
務
総
長
に
前
川
清
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
植
木
正
張
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
九
十
六
回
国
会　

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
（
召
集
日
）　

議
長
徳
永
正
利
君
は
、
堀
内
俊
夫
君
の
動
議
に

よ
り
、
事
務
総
長
に
指
宿
清
秀
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
前
川
清
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
三
回
国
会　

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
日　

議
長
木
村
睦
男
君
は
、
藤
井
孝
男
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
総
長

に
加
藤
木
理
勝
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
指
宿
清
秀
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
十
六
回
国
会　

平
成
元
年
十
二
月
十
五
日　

議
長
土
屋
義
彦
君
は
、
上
杉
光
弘
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
総
長

に
佐
伯
英
明
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
加
藤
木
理
勝
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
二
十
二
回
国
会　

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日　

議
長
長
田
裕
二
君
は
、
片
山
虎
之
助
君
の
動
議
に
よ
り
、
事
務
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総
長
に
戸
張
正
雄
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
佐
伯
英
明
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
三
十
五
回
国
会　

平
成
八
年
一
月
十
一
日
（
召
集
日
）　

議
長
斎
藤
十
朗
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長

に
黒
澤
隆
雄
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
戸
張
正
雄
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
十
月
十
六
日　

議
長
斎
藤
十
朗
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
堀
川
久

士
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
黒
澤
隆
雄
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
五
十
二
回
国
会　

平
成
十
三
年
八
月
九
日　

議
長
井
上
裕
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
川
村
良
典

君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
堀
川
久
士
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
六
十
八
回
国
会　

平
成
十
九
年
十
月
五
日　

議
長
江
田
五
月
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
小
幡
幹

雄
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
川
村
良
典
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
七
十
六
回
国
会　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
日　

議
長
西
岡
武
夫
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
橋

本
雅
史
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
小
幡
幹
雄
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
八
十
五
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
七
日　

議
長
山
崎
正
昭
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
中

村
剛
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
橋
本
雅
史
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

第
百
九
十
二
回
国
会　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
四
日　

議
長
伊
達
忠
一
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に

郷
原
悟
君
を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
中
村
剛
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）



一
一
三

第
五
章　

役
員　
　

第
四
節　

事
務
総
長　
　

（
八
六
）

第
二
百
回
国
会　

令
和
元
年
十
二
月
九
日　

議
長
山
東
昭
子
君
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
事
務
総
長
に
岡
村
隆
司
君

を
指
名
し
た
。（
同
日
事
務
総
長
郷
原
悟
君
辞
任
に
よ
る
補
欠
）

た
だ
し
、
投
票
に
よ
り
選
挙
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
（
召
集
日
の
翌
日
）　

投
票
に
よ
り
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
事
務
総
長

に
小
林
次
郎
君
が
当
選
し
た
。

な
お
、
事
務
総
長
が
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
事
務
総
長
か
ら
衆
議
院
事
務
総
長
に
通
知
す
る
。

（
注
）
第
百
二
十
六
回
国
会
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
議
長
、
常
任
委
員
長
、
事
務
総
長
、

両
院
協
議
会
協
議
委
員
、
同
協
議
委
員
の
補
欠
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
、
中
央
選
挙
管
理

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
任
又
は
指
名
を
議
長
に
委
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
、
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
に

基
づ
き
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。
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